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高等教育は改革進まず沈んでいくのか、それとも…

大学教育研究フォーラム講演録
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それではご覧ください
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高等教育は改革進まず沈んでいくのか、それとも…
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【略歴】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准教授、
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（シンポジウム）大学教育に未来はあるか—四半世紀の大学教育改革を振り返って—
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本日の内容

② コメント－高大接続と主体的・対話的で深い学び

① 30年の大学教育改革を振り返って

③ これからの大学教育に向けた提言
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① 30年の大学教育改革を振り返って

③ これからの大学教育に向けた提言
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「教育の世界では、変化の歯車は非常にゆっくりと回る。環境としては30
年前の教室と同じでも、教員にとっては（教育の）変化がすさまじいことを
知っている。デジタルコミュニティの中で作り、変化させ、学んで育ってき
た世代にとって、アメリカの大学における伝統的な講義モデルはもはや
適切なものではなくなっている。」

改革は 経たないと成果は表れてこない？（と言われますが…）

（Marks, 2013, p.21）

（参考）Marks, D. B. (2013). Inquiry Based Learning: What's Your Question? National Teacher Education Journal, 6(2), 21-25. 
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の主な歩み90年代以降の

（文献）溝上慎一 (2018). 大学生白書2018－いまの大学教育では学生を変えられない－ 東信堂

（第Ⅰ期）大学教育改革の始動（1991-1997）

（第Ⅱ期）組織的な教育改善の基盤づくり
（1998-2007）

（第Ⅲ期）学士課程教育の質的転換に向けて
（2008-2013）

（第Ⅳ期）高大接続を加えて学士課程教育の学修成果
・内部質保証（2014-2024）

（第Ⅴ期）大学の経営破綻開始と大学教育の限界（2025-現在）

【追加】

30年
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（第Ⅰ期）大学教育改革の始動（1991-1997）

大学審議会『大学教育の改善について（答申）』（1991年）

大学設置基準の大綱化（1991年）

• 学生の学習意欲、授業外学習時間が問題であることを繰り返し指摘

• 教育システムの構造化：シラバス、授業評価アンケート、 TA
• FDの推進（教員研修）
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（第Ⅱ期）組織的な教育改善の基盤づくり（1998-2007）

大学審議会『21世紀の大学像と今後の改革方策について（答申）』（1998）

• 約10年の総括。教育改革が始動したことは前進

特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）（2003年～）

• しかし、一方通行型の授業が以前と多い。
• ほか成績評価が甘い、学生は授業に出席しない、質問をしない、授業外学

習が不十分である。議論ができない。

• 3年間でのべ185大学・学部が採択。教育方法・カリキュラムの改善、学
習支援、キャリア教育など
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（第Ⅲ期）学士課程教育の質的転換に向けて（2008-2013）

中央教育審議会『学士課程答申』（2008）

• 学士力の育成
• 三つのポリシー（DP・CP・AP）

*学習パラダイム、コンピテンシーベースの教育への転換
「何を教えるか」よりも「何ができるようになるか」

中央教育審議会『質的転換答申』（2012）

• アクティブ･ラーニングの推進

今日の改革起点
・教学マネジメント体制
・内部質保証
・学習成果の可視化
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（第Ⅳ期）高大接続を加えて学士課程教育の学修成果
・内部質保証（2014-2024）

中央教育審議会『高大接続答申』（2014年）

高校以下の「学習指導要領改訂」（2017年）

• 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニングの視点）
• カリキュラム・マネジメント（≒教学マネジメント）

中央教育審議会『令和の日本型学校教育答申』（2021年）

• 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
• 誰ひとりとして取り残すことのない
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中央教育審議会『グランドデザイン答申』（2018）

• 新しい主張は少ないが、学士課程答申（2008）からの大学教育施策は継承

*学士力、コンピテンシーベース

*学習パラダイム、コンピテンシーベースへの転換

「何を教えたか」から「何を学び、身に付けることができたのか」

*アクティブ･ラーニング、ICT活用

*三つの方針に基づく教学マネジメント

→中央教育審議会大学分科会『教学マネジメント指針』（2020）
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（第Ⅴ期）大学の経営破綻開始と大学教育の限界
（2025-現在）

中央教育審議会『知の総和答申』（2025）

• 教育方法については、グランドデザイン答申を踏襲と述べられるが…

• 内部質保証、情報公表を強化

→これで前進できる感じはしない

「教育内容・方法の改善については、個々の学生の学修の質と量を充実するこ
とが何よりも必要である。このため、授業方法やシラバスの内容の充実、厳格
な成績評価や卒業認定の実施、学修支援体制の整備等、学生が主体的・自律的
に学修するための環境構築を促進することが求められる。その際、各大学等が
更に教育力を向上させ、全学的な教学マネジメントの確立を図ることが必須で
ある」（p.18）

→学生参加型、アクティブ･ラーニングについては記載から消失

→大綱化以降の30年の改革が後退？
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• 都市から地方への動きの促進等を通じた地方創生の推進

「都市と地方双方が持続的に成長・発展し、大都市圏の高等教育機関が各地域の
知の拠点形成や高等教育を受ける機会の維持に配意するなど、都市から地方へ
の動きの促進等の地方創生の推進に向けた取組を進めることが必要である。
（中略）大学進学希望者に対する大学入学定員（大学進学者収容力）が 100％
を超える東京都や京都府のような大都市圏においては、大学進学者収容力の都
道府県格差の縮小を目指すとともに、地方圏の大学等との連携を進めることが、
均衡ある国土の発展や地方創生の観点からも必要である。」（pp.45-46）

• 初等中等教育との接続を強化するとは述べられてはいる。しかし、探究、ICT以
外は何も言及無し

→今高校以下で進められている主体的・対話的で深い学び、探究、ICTを受
け止め、さらに発展させる高等教育の力はあるのか？ あまりにも勉強不足。

→初等中等教育の「探究的な学び」を研究だと見ている点も勉強不足の感が
否めない

→是非実行してほしい。全国的な視座での定員の再配分
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の経験率データから見る

（文献）溝上慎一 (2018). 大学生白書2018－いまの大学教育では学生を変えられない－ 東信堂

電通育英会主催『大学生のキャリア意識調査2025』より

Q.あなたは高校の主要教科（数学、国語､英語など）で、ある問題を考えたり、発表したり、ディスカッションをし
たりする参加型の授業にどの程度参加してきましたか。
Q.あなたは大学に入ってから、ある問題を考えたり、発表したり、ディスカッションをしたりする参加型の授業や
演習にどの程度参加してきましたか。
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• 高校に教えに行ってあげるのが高大接続だと思っていないか？

• 探究的な学びにおいて、とくにSSH、産業教育（工業や農業など）に
おいては青天井での取り組みとなっているものが目立つ

（コメント１） について

→高校も生き残りに必死であり、自身で高度な取り組みを目指している。
大学に繋げようとは思っていない



16

の往還による課題の設定の仕方と

『生活・総合WG（第3回）』（2025年12月26日）

データ・サイエンス、地域社
会課題、STEAM等も重要で
あるが、自己の在り方生き方
の徹底が求められる

【補足】
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（コメント２） について

• 高校以下の探究的な学びは、次期学習指導要領に向けて、総合探究の
質を高めるとともに、各教科等での取り組みへと拡げつつある

→大学は入学者（高校生）を受け止められるのか？

中教審教育課程企画特別部会
『論点整理（最新版）』（2026年2月）



18

『生活・総合WG（第3回）』（2025年12月26日）

によって深まる探究－各教科への拡充

・習得・活用・探究
（平成20-21[2008-09]年改訂）

・高校における数理探究や古典探究を
始めとする探究科目の創設

（平成30[2017]年改訂）

・個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実＞『令和の日本型学校教育答申』

（令和3[2021]年1月）

【補足】



『総則・評価特別部会（令
和7[2025年]12月15日）

によって深まる探究－各教科への拡充【補足】

19



20中学校の事例

徹底的に な学び【補足】
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• 民主主義的な対話について

• 地方創生について…
全国的な大学定員の再配分（コントロール）をホンキで行わなけ
れば地方の未来には限界がある

• 学習パラダイムへの転換（アクティブ･ラーニング）を避けて大学教
育の改善・発展は実現しない

→内部質保証、教学マネジメント等はこの上での連動

→『知の総和答申』で謳ったことをこの文脈で実現してほしい

→このようなことはほんとうは高等教育が率先してすべきことだったのではな
いのか？



23

• あるいは、中等教育完成論を謳って、高等教育は知識ベースで開き
直るか？（ヨーロッパ型とは言わないまでも）

• 小さな火の芽を見逃さないように全国の取り組みを引き続き注視し
たい
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ご清聴有り難うございました



専門は、青年・発達心理学・教育実践研究（自己・アイデンティティ形成、学びと成長、アクティブラーニン
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YouTubeチャンネル「溝上慎一の教育論」 のご案内



（ご紹介）

富井奈菜実
とみい ななみ

奈良教育大学 学校教育講座・特別支援教育研究
センター・准教授

溝上慎一 (編) (2025). 主体性総論－主体性とは何か、
なぜこれほど求められるのか－ 東信堂

（2025年12月9日発売予定）

第１章 主体性論の基礎的視座
第２章 「主体性が立ち上がる」から「主体性を立ち

上げる」へ
第３章 加速する文科省の主体性施策

——“教える”と“学ぶ”のバランスを求めて
第４章 なぜ主体性が求められるのか

（新著の紹介）
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